
政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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本市は、県都盛岡市に隣接し、国・県等の研究機関や防衛施設のほか、複数の大学・短期大学が立地する恵まれた環境を有

しています。また、盛岡広域８市町による盛岡広域連携中枢都市圏の形成に係る連携協約に基づく取組や、民間企業との包

括連携協定の締結など、様々なかたちでの連携に向けた取組が始まっています。これらの強みと経験を活かして、次なる公

民連携のステージに向けた“共創”を推進することで、効果的な政策展開と経営資源（ヒト・モノ・カネ）の確保に努め、

新たな価値の創造を図ります。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮

ら

し

滝沢市に愛着がある人の割合

1 76 77 79 80 80 -
％ 74.6

0 - - - - 0.0

令和元年度
平成30年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

7727  学連携活性化事業

大学・学生との連携件数
1

5 5 5 5 5 5 5
件

5 0 - - - - -

7739  滝沢ふるさと会補助事業

情報提供数
2

350 350 350 350 350 350 350
件

144 0 - - - - -
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 基本施策との関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：令和 元年11月22日 2頁

後期基本計画 令和　２年度 施策方針書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０２ 総合計画の推進と未来の価値の創造
０２ 未来に向けた滝沢の価値の創造

企画政策課総括主査  山本　和広

盛岡広域連携中枢都市圏構想に基づく連携協約を盛岡市と締結し、経済成長のけん引、高
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(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)
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7727  学連携活性化事業

0 0 0.0 0 0 0 0

7739  滝沢ふるさと会補助事業

360 360 0.0 360 360 360 1,440

14662  地域愛着向上事業

300 300 0.0 300 300 300 1,200


